
甲
府
市
南
部
の
農
業
用
水
と
水
害
を
考
え
る

一　
は
じ
め
に

甲
府
市
は
、
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
山
梨
県
の
県
庁
所
在
地
で
、
こ

の
中
央
部
に
あ
た
る
甲
府
盆
地
の
北
辺
に
立
地
す
る
。

本
市
の
経
度
、
緯
度
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

極
東

（黒
平
町
国
師
岳
大
弛
）
　

　

　

東
　
経
　
一
三
一八
度
四
〇
分

極
西

（山
宮
町
西
岬
）　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
一
三
一八
″
三

一
″

極
南

（大
津
町
南
端
）　
　
　
　
　
　
　
北
　
緯
　
　
一一一五
″
三
五
″

極
北

（黒
平
町
国
師
岳
西

一
、
四
五
〇

ｍ
）
″
　
　
　
一一一五
〃
五
二
″

総
面
積
は
一
七

一
、　
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
平
方
米
で
県
総
面
積
の
三
、
八
パ
ー

セ
ン
ト
に
あ
た
り
、
南
北
約
三
一
、
四
九
キ
，
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約

一
二
、
四

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
南
北
に
細
長
く

（
『甲
府
市
統
計
書
』
昭
和
六
二
年
度
版
）
、

最
北
部
の
国
師
岳
の
山
岳
地
域
に
は
甲
府
市
の
最
高
海
抜
で
あ
る
金
峰
山

（
二
、

五
九
五
）
・
朝
日
岳

（
二
、
五
八

一
）
。
国
師
岳

（
二
、
五
九

一
）
な
ど
二
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
あ
り
、
こ
れ
が
南
に
向
か
う
に
つ
れ
て
低
く
な

り
、
帯
那
山

（
一
、
三
四
七
）
か
ら
愛
宕
山

（
四
二
八
）
、
お
よ
び
湯
村
山

（
四
七
〇
）
を
最
末
端
と
し
て
平
地
部
と
接
し
て
い
る
。

斉

そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
ゆ
る
や
か
な
南
傾
地
形
と
な
り
、
こ
れ
が
甲
府
市
最
南

端
で
最
低
海
抜
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
津
町
ま
で
続
き
、
笛
吹
川
を
挟
み
中
道

町

・
豊
富
村
と
境
を
接
す
る
。

こ
の
平
地
部
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
山
岳
地
帯
に
源
流
を
持
つ
荒
川

・
相

川
の
本
支
流
、
ま
た
関
東
山
地
北
東
か
ら
南
下
す
る
笛
吹
川
、
そ
し
て
南
ア
ル

プ
ス
連
峰
の
北
端
か
ら
流
下
す
る
釜
無
川
本
流
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
内
を
流

れ
る
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
複
合
沖
積
地
帯
で
あ
り
、　
一
般
に
甲
府

盆
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

甲
府
市
の
場
合
、
北
側
よ
り
続
く
山
間
地
帯
を
除
い
た
平
坦
地
域
が
市
街
地

に
相
当
す
る
が
、
県
全
体
の
面
積
か
ら
み
て
も
ほ
ん
の
僅
か
な
こ
の
平
坦
地
上

に
、
甲
府
市
を
は
じ
め
と
し
て
隣
接
の
市
町
村
の
市
衡
地
お
よ
び
農
作
地
帯
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

甲
府
市
は
市
政
施
行
後
、
四
次
に
わ
た
る
合
併
を
行
な
い
市
域
の
拡
張
を
計

り
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
旧
市
域
は
、
お
お
ま
か
に
言
う
と
江
戸
時
代
に
城

下
町
と
し
て
発
展
し
た
現
甲
府
市
の
中
心
街
に
あ
た
る
地
域
と
、
こ
れ
よ
り
以

前
の
武
田
時
代
に
や
は
り
甲
府
と
呼
ば
れ
城
下
町
を
形
成
し
て
い
た
、
現
Ｊ
Ｒ

東
日
本
中
央
線
甲
府
駅
一暴
手

・
北
側
の
地
域
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
相

悟
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当
し
て
い
る
。
こ
こ
を
中
心
に
し
て
商
業
地
域

・
市
街
地
域
を
構
成
し
て
い
た

が
、
近
年
は
人
ロ
ド
ー
ナ
ツ
現
象
に
よ
り
、
合
併
に
よ
り
拡
張
し
た
市
域

へ
も

商
業

・
市
街
化
が
広
が
り
、
さ
ら
に
周
辺
の
市
町
村
の
市
衡
地
と
も
連
続
性
を

も
つ
よ
う
に
な
り
、
い
ま
や
広
域
市
街

・
商
業
圏
を
形
成
す
る
に
至

っ
て
い
る
。

甲
府
市
南
部
地
域
は
こ
の
中
に
あ

っ
て
、
市
内
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
農
作

地
帯
を
有
す
る
地
域
で
あ
り
、
東
は
石
和
町

・
西
は
玉
穂

。
昭
和
町

。
南
は
東

八
代
郡
中
道
町

・
豊
富
村
と
境
を
接
し
て
い
る
。
地
区
と
し
て
は
湯
田

・
伊
勢

地
区
、
そ
れ
に
合
併
以
前
に
旧
西
山
梨
郡
に
所
属
し
て
い
た
現
在
の
山
城
地
区
、

お
よ
び
旧
中
巨
摩
郡
に
属
し
て
い
た
現
在
の
大
里

・
国
母
地
区
が
こ
れ
に
あ
た

り
、
こ
こ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
開
発
が
進
め
ら
れ
た
地
区
で
あ
る
が
、
近
年
、

特
に
国
体
開
催
を
契
機
に
以
前
に
も
増
し
て

一
層
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。
特
に
大
里

・
山
城
地
区
は
こ
の
市
街
化
拡
大
の
影
響
を
受
け
て

こ
れ
か
ら
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
大
里

・
山
城
地
区
で
は
現
在
、
水
稲
を
中
心
に
疏
菜

・
果
樹
栽
培
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
京
浜
方
面

へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前

に
は
現
在
の
よ
う
な
安
定
し
た
収
穫
は
望
め
な
い
地
域
で
あ

っ
た
。

そ
の
原
因
と
な

っ
て
い
た
の
が
水
害
で
あ
り
、
こ
れ
が
甲
府
市
内
で
あ
り
な

が
ら
近
年
ま
で
開
発
を
遅
ら
せ
て
い
た
理
由
の
一
つ
に
も
な

っ
て
い
た
。

こ
の
地
域
の
水
害
を
考
え
る
に
、
こ
こ
は
古
く
か
ら
農
業
用
水
路
が
発
達
し

た
地
域
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
用
水
は
釜
無
川
、
荒
川
、
笛
吹
川

（
平
等
川
）

と
い
っ
た
、
急
流
で
流
域
面

積
が
狭
く
、
流
路

延
長
が
短
く
て
流
水
の
増
滅

が
激
し
い
河
川
か
ら
水
を
引
い
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
増
水
の
影
響

を
受
け
や
す
く
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
河
川
に
挟
ま
れ
た
低
湿
地
帯
で
あ
る
た
め

に
水
吐
け
が
悪
か
っ
た
こ
と
も
重
な
り
、
か
え

っ
て
こ
の
農
業
用
水
路
が
水
害

の
仲
介
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ

過
去
、
山
梨
県
を
襲

っ
た
明
治
四
十
年
の
大
水
害
や
昭
和
三
十
四
年
の
台
風

七
号

・
伊
勢
湾
台
風
は
県
内
各
地
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
の
地
域
も

例
外
で
は
な
く
、
こ
の
水
害
の
様
子
の
凄
ま
じ
さ
は
、
い
ま
な
お
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録
的
な
大
災
害
は
特
別
に
し
て
も
、

こ
の
地
域
内
は
並
み
の
台
風
や
大
雨
と
い
っ
た
程
度
で
も
、
い
と
も
簡
単
に
水

害
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
い
う
場
所
柄
で
あ
り
、
長
き
に
わ
た
り
水
つ
き
場
と

い
う
汚
名
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の

「
水
つ
き
」
と
い
う
言
葉
は

「
水
漬
く
」
の
意
味
で
水
に
浸
る
あ
り
さ

ま
を
言
い
、
い
う
と
こ
ろ
の
鉄
砲
水
や
洪
水
に
押
し
流
さ
れ
る
と
い
っ
た
表
現

で
は
な
く
、
川
下
で
呑
み
切
れ
な
く
な

っ
た
水
が
川
を
、
ま
た
農
業
用
水
路
を

逆
流
し
て
除
々
に
溜

っ
て
水
位
を
増
し
て
い
き
、

つ
い
に
は
あ
ふ
れ
、
あ
た
り

一
面
湖
水
の
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
こ
の
地
域
の
水
害
の
も
よ
う
を

よ
く
も
の
語

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
状
態
が

一
日
、
二
日
続
き
、
水
が
ひ
く

迄
の
間
全
て
は
水
の
中
に
あ
り
、
こ
の
水
害
の
時
期
が
農
家
の

一
番
の
農
繁
期

に
あ
た

っ
て
い
た
た
め
被
害
も
大
き
か

っ
た
。

前
述
の
水
害
を
契
機
と
し
た
長
年
に
亘
る
治
水
事
業
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な

水
害
の
心
配
は
な
い
と
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
久
し
く
、
こ
の
地
域
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
も
現
在
は

一
新
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
こ
の
こ
と
が
幸
い
し
、
こ
の
地
域
の
本
格
的
な
開
発
に
着
手
せ
し
め

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
域
の
開
発
に
あ
た

っ
て
治
水
事
業
が
も
た
ら
し
た
功
労
の
大
き
さ
は

か
く
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
当
初
の
農
業
生
産
量
の
向
上
と
い
う
目
的
か
ら
考

え
る
と
、
逆
に
農
地
の
減
少
を
招
く
と
い
う
皮
肉
な
結
果
と
な

っ
て
し
ま

っ
て

い
る
。



こ
う
し
た
急
激
な
開
発
に
よ
り
変
貌
を
き
た
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
こ

に
残
さ
れ
た
文
化
や
伝
統
を
見
出
す
こ
と
が
困
難
を
伴
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
こ
の
地
域
の
農
業
の
将
来
を
考
え
て
み
る
に
、
農
家

・
農
地
の
減
少
が

一
層
加
速
度
を
増
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

そ
し
て
す
で
に
こ
こ
で
は
、
毎
日
目
に
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
祖
先
が
残
し

た
文
化
遺
産
の
一
つ
で
あ
る
農
業
用
水
の
存
在
や
役
割
、
そ
れ
に
か
つ
て
こ
の

地
域
で
親
た
ち
が
水
害
と
闘

っ
た
事
実
さ
え
も
、
人
衆
の
意
識
か
ら
薄
れ
て
い

る
の
が
現
実
で
あ
り
、
全
国
的
な
傾
向
と
は
言
う
も
の
の
、
こ
こ
で
も
古
い
文

化
や
伝
統
が
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
す
る
時
代
の
波
が
や

っ
て
来
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

現
在
、
こ
の
地
域
の
農
業
用
水
の
現
状
を
見
る
と
、
山
城
地
区
に
関
係
す
る

用
水
路
は
市
内
の
中
心
部
を
経
由
し
て
い
る
た
め
、
道
路
の
拡
張
や
整
備
お
よ

び
区
画
整
理
に
伴

っ
て
、
こ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
は
既
に
市
街
化
が
進
み
住
宅
地
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
も
多
く
、

今
で
は
、
無
用
の
長
物
化
し
利
用
度
は
非
常
に
低
下
し
て
い
る
。

大
里
地
区
で
も
や
は
り
同
様
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
農
業
用
水
と
か
つ
て
の
水

害
の
状
況
を
い
ま

一
度
再
確
認
し
、
現
況
を
の
べ
て
見
た
い
。

な
お
、
今
回
こ
こ
で
扱
う
甲
府
市
南
部
地
域
と
い
う
の
は
、
現
在
の
国
道
二

〇
号
線
で
あ
る
甲
府
、ハ
イ
パ
ス
よ
り
南
側
地
域
、
特
に
山
城
地
区
に
関
係
す
る

農
業
用
水
を
中
心
と
し
た
。

一
一　
甲
府
市
な
ら
び
に
隣
接
地
域
の
水
の
流
れ

甲
府
市
南
部
地
域
の
農
業
用
水
及
び
水
害
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
隣
接
地
域

と
の
水
系
の
関
連
や
標
高
差
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
先
ず
甲

府
市
南
部
地
域
に
か
か
わ
り
を
持

つ
水
系
と
、
こ
の
隣
接
地
域
に
お
け
る
水
の

流
れ
を
見
て
み
た
い
。

（図
１
、
図
２
が
照
）

―
甲
府
市

（荒
川
左
岸

・
濁
川
右
岸
）
―

荒
川
の
下
流
部
と
、
濁
川
本
流
部
、
即
ち
甲
府
市
中
心
街
を
西
か
ら
東

へ
横

切
り
、
市
内
砂
田
町
地
内
で
は
ば
直
角
に
カ
ー
ブ
し
て
南
下
し
笛
吹
川
に
合
流

す
る
ま
で
の
右
岸
に
囲
ま
れ
た
地
域
の
農
業
用
水
は
、　
一
部
を
除
き
ほ
と
ん
ど

が
荒
川
水
系
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
濁
川
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

す
る
と
、
濁
川
の
旧
市
内
に
相
当
す
る
部
分
は
江
戸
時
代
の
甲
府
城
の
三
の
堀

に
あ
た
り
、
同
時
に
城
下
町
の
排
水
路
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
そ
し
て
現

在
も
市
内
の
雨
水
や
雑
廃
水
は
、
こ
の
濁
川
お
よ
び
濁
川
水
系
に
流
れ
込
ん
で

お
り
、
こ
う
し
た
意
味
で
甲
府
に
と

っ
て
重
要
な
川
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
地
域
の
標
高
差
を
見
て
み
る
と
、
南
北
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に

北
側
が
高
く
南
に
向
か
い
除
々
に
低
く
な

っ
て
い
る
。

即
ち
相
生
二
丁
目
の
相
生
小
学
校

（約
二
六
二
メ
ー
ト
ル
）

伊
勢
二
丁
目
の
伊
勢
小
学
校

（約
二
六
〇

メ
ー
ト
ル
）

甲
府
バ
イ
パ
ス
河
原
交
差
点

（
約
二
五
七
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
商
業
高
等
学
校
　
　
　
（約
二
五
五
メ
ー
ト
ル
）

東
下
条
町
市
雇
用
促
進
住
宅

（約
二
五
二
メ
ー
ト
ル
）

五
割
川

・
濁
川
合
流
点
付
近

（約
二
五
一
メ
ー
ト
ル
）

（
Ａ

）

（
Ｂ

）

（
Ｃ

）

（
Ｄ

）

（
Ｅ

）

（
Ｆ

）

で
あ
り
、
こ
の
間
約
六
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
標
高
差
約

一

Ｚ
や
。次

に
、
い
ま
南
北
の
標
高
差
を
見
た
地
点

（
Ａ
～
Ｆ
）
か
ら
東
西
に
線
を
引

き
、
濁
川
右
岸
の
真
近

（〆
～
Ⅳ
）
と
そ
の
中
間

（Ｎ
～
ｒ
）
の
標
高
差
を
見

て
み
る
。

一

メ

ー

ト

ル

で

あ
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と
な
る
。
そ
し
て
、
Ａ
～
Ｅ
ま
で
の
各
地
点
か
ら
〆
～
Ⅳ
ま
で
の
距
離
と
標
高

差
を
各
々
み
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（距
離
）
　
　
　
　
　
　
　
（標
差
）

（
Ａ
～
〆
）
二
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
　
　
五
メ
ー
ト
ル

（
Ｂ
～
ゴ
）
二
、
四
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
一ハ
　

″

（Ｃ
～
げ
）
二
、
三
　
　
　
″
　
　
　
　
　
一
一　
　
″

（
Ｄ
～
げ
）

一
、
九

　

　

″
　
　
　
　
　
一
一　
　
″

（
Ｅ
～
ゴ
）

一
、
五
　

　

″
　
　
　
　
（
Ｅ
～
ど
）
が

マ
イ
ナ
ス
Ｏ
、
五
メ
ー

ト
ルこ
れ
ら
二
つ
の
標
高
に
つ
い
て
の
結
果
を
対
比
す
る
と
、

（
Ａ
～
〆
）
、

（
Ｂ
～
ざ
）
に
お
い
て
は
南
北
よ
り
東
西
の
傾
斜
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
お

り
、

（Ｃ
～
げ
）
、

（
Ｄ
～
げ
）
で
は
南
北
の
傾
斜
が
ま
さ
り
、

（
Ｅ
～
ゴ
）

に
お
い
て
は
中
央
が
低
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
こ
の
地
域
内
で
の
自
然
水
は
、
上
方
で
は
西
か
ら
東

へ
、
下
方

に
行
く
と
北
か
ら
南

へ
流
れ
て
い
く
こ
と
が
理
解
で
よ
う
。
こ
れ
は
等
高
線
に

よ
る
水
の
流
れ
の
方
向
と
も
ほ
ぼ

一
致
し
、
農
業
用
水
の
流
れ
る
方
向
と
も

一

致
し
て
い
る
。

こ
れ
は
や
は
り
、
釜
無
川
、
荒
川
、
相
川
、
湯
川
な
ど
の
本
支
流
の
氾
濫
に

よ
る
堆
積
物
の
影
響
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

―
石
和
町
～
山
城
―

甲
府
市
向
町

・
七
沢
町

・
西
高
橋
町

・
蓬
沢
町
は
平
等
川
を
挟
み
、
石
和
町

の
唐
柏

。
東
高
橋
と
境
を
な
し
、
甲
府
市
増
坪
町

・
西
油
川
町

・
落
合
町
は
濁

川
と
平
等
川
を
は
さ
み
石
和
町
の
東
高
橋

・
井
戸

・
東
油
川
と
境
を
な
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
標
高
は
石
和
町
側
で
約
二
五
六
～
二
五
七
メ
ー
ト
ル
の
間
に
あ

り
、
甲
府
市
側
で
は
二
五
三
～
二
五
六
メ
ー
ト
ル
の
間
に
あ
る
。
計
算
上
で
は

石
和
町
の
ほ
う
が
約

一
～
三
メ
ー
ト
ル
高
く
な
る
が
、
地
区
別
に
み
る
と
平
等

川
の
川
上
の
西
高
橋
町
と
東
高
橋
付
近
で
は
約

一
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
、
東
高
橋

～
東
油
川
と
増
坪
町
～
下
今
井
町
で
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
標
高
差
が
あ
る
。
こ

れ
を
見
る
と
、
平
等
川
の
流
れ
に
従

っ
て
、
東
～
西

へ
ま
た
北
～
南

へ
緩
や
か

な
傾
斜
地
と
な

っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
東
と
北
側
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

東
側
は
明
治
四
十
年
の
大
水
害
以
前
に
は
、
こ
の
平
等
川
が
笛
吹
川
の
本
流
に

相
当
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
堆
積
物
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
明
治
四

十
年
の
大
水
害
で
は

「
甲
州
の
三
大
水
難
所
」
と
い
わ
れ
た

「
近
津
堤

（
ち
か

づ
つ
つ
み
）
が
決
壊
し
こ
の
周
辺
地
区
に
も
壊
滅
的
な
水
害
を
引
き
起
こ
し
た

が
、
こ
の
結
果
旧
石
和
町
か
ら
旧
富
士
見
村

（笛
吹
川
以
西
の
現
石
和
町
に
相

当
す
る
地
域
）
に
か
け
て
は
土
砂
が
約

一
～
二
・
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
積
も
り
、

ほ
ぼ
現
在
の
よ
う
な
平
坦
地
に
な

っ
た
と
言
う
。
ま
た
北
側
が
高
い
の
は
、
高

倉
川
、
大
円
川
、
十
郎
川
２
局
状
地
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
中
の
地

域
で
特
に
目
を
引
か
れ
る
の
は
、
蓬
沢

一
丁
目
と
増
坪
町
―
上
町
―
下
鍛
冶
屋

町
―
落
合
町
―
下
今
井
町
―
小
山
町
を
結
が
地
区
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
町
は
周

辺
に
比
べ
て
標
高
が
低
く
、
荒
川
の
住
吉
第

一
堰
か
ら
取
り
入
れ
た
農
業
用
水

の
末
流
が
、
広
い
範
囲
の
集
水
を
お
こ
な
い
蓬
沢

一
丁
目
付
近
に
集
ま
り
、
排

水
経
路
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
以
前
は
水
漬
き
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
こ
の
蓬
沢
地
区
か
ら
山
城
地
区
の
東
側
に
か
け
て
は
荒
川
水
系
と
笛
吹
川



水
系
、
平
等
川
水
系
が
東
西
か
ら
が
つ
か
る
地
域
で
あ

っ
て
水
防
上
重
要
な
場

所
で
あ

っ
た
。

濁
川
が
大
き
く
東

へ
向
き
を
変
え
、
再
び
南
に
向
き
を
変
え
る
カ
ー
ブ
付
け

根
の
増
坪
町
地
内
か
ら
、
蓬
沢
町

・
住
吉
本
町
の
境
を
通
り
、
甲
府
市
住
吉
終

末
処
理
場
に
か
け
て
信
玄
堤
と
呼
ば
れ
る
堤
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

こ
こ
が
か
つ
て
平
等
川
が
笛
吹
川
の
本
流
で
あ

っ
た
時
代
に
、
氾
濫
か
ら
現
山

城
地
区
を
含
め
た
甲
府
市
南
部
地
域
に
相
当
す
る
地
域
の
み
な
ら
ず
、
甲
府
の

町
を
守
る
た
め
に
重
要
な
地
域
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

―
山
城
～
大
里
～
玉
穂

・
昭
和
町
―

荒
川
を
挟
ん
だ
山
城
と
大
里
の
標
高
差
は
、
平
均
約

一
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
標
高
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
両
地
区
と

も
荒
川
に
沿

っ
て
南

へ
向
か
い
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
と
な

っ
て
お
り
、
水
の

流
れ
も
こ
れ
に
従

っ
て
い
る
。

こ
の
荒
川
は
三
ツ
水
門
付
近
で
大
き
く
カ
ー
ブ
し
、
こ
こ
か
ら
は
ば
ま

っ
す

ぐ
に
南
下
し
て
こ
の
地
域
に
至

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
間
に
は
多
く
の
堰
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
堰
に
は
取
水
設
備
が
装
備
さ
れ
て
取
水
制
御
は

容
易
に
行
な
わ
れ
、
荒
川
の
増
水
に
よ
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
心
配
な
く
な

っ
て

い
る
。

荒
川
に
依
存
す
る
農
業
用
水
の
割
合
を
、
山
城
地
区
と
大
里
地
区
で
比
べ
る

と
、
堰
数
、
灌
漑
面
積
や
位
置
を
比
べ
て
み
て
も
明
ら
か
の
よ
う
に
山
城
地
区

の
方
が
こ
の
割
り
合
が
は
る
か
に
上
回

っ
て
お
り
、
む
し
ろ
大
里
地
区
の
農
業

用
水
は
釜
無
川
水
系
に
属
し
て
い
る
と
言

っ
た
ほ
う
が
良
か
ろ
う
。
こ
の
た
め

水
害
も
主
に
は
山
城
地
区
で
は
荒
川
、
大
里
地
区
で
は
釜
無
州
に
よ
る
影
響
を

う
け
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
現
在
は
取
り
壊
さ
れ
て
な
い
が
、
近
年
ま
で
中
小
河
原
町
地
内
に
信

玄
堤
と
の
伝
承
を
も

っ
た
堤
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
が
水
難
場
所
で
あ
っ
た

と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
堤
は
こ
こ
か
ら
大
里
第
三
団
地
に
及
が
が
、
荒
川
左
岸

の
一
部
が
大
里
町
に
属
す
こ
と
か
ら
、
川
筋
が
か
つ
て
は
も
う
少
し
東
よ
り
を

山
城
方
面

へ
突
き
当
た
る
よ
う
な
格
好
で
流
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
い
川
筋
に
つ
い
て
の
話
は
、
こ
の
ほ
か
の
場
所
に

も
数
多
く
あ
る
の
で
、
そ
の
土
地
の
伝
承
や
字
名
な
ど
と
も
考
え
あ
わ
せ
て
研

究
す
る
こ
と
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
大
里
地
区
と
昭
和
町
を
比
べ
る
と
、
約
五
メ
ー
ト
ル
の
標
高
差
が
あ

り
昭
和
町
の
方
が
高
く
、
大
里
地
区
と
玉
穂
町
で
は
北
側
で
同
じ
か
約

一
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
玉
穂
町
の
ほ
う
が
高
く
、
南
側
で
は
約

一
～
二
・
五
メ
ー
ト
ル
も
玉

穂
町
の
ほ
う
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
水
害
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
大
里
地
区
は
釜
無
川
水
系
の
鎌

田
川

・
四
分
川
の
氾
濫
が
直
接
の
水
害
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
地
区
内
に
目

を
む
け
る
と
周
辺
よ
り
低
い
場
所
を
み
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
里
地
区
で

は
窪
中
島
、
宮
原
町
、
大
津
町
を
結
ど
場
所
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
こ
の
場
所
は

一
度
出
水
す
る
と
水
が
停
滞
し
や
す
く
、
ま
た
水
の
通
り
道
に
な
る
。
こ
の
う

ち
標
高
の
低
い
大
津
町
は
や
は
り
過
去
に
お
い
て
水
つ
き
場
と
い
わ
れ
る
水
害

の
常
習
箇
所
で
あ
っ
た
。

な
お
、
参
考
の
た
め
の
玉
穂
町
に
関
し
て
言
う
と
中
楯
―
成
島
―
乙
黒
を
結

ぶ
場
所
が
同
様
の
地
域
で
あ
る
。

〓
一　
甲
府
市
南
部
の
水
系
に
つ
い
て

甲
府
市
の
農
業
用
水
と
灌
漑
地
域
を
水
系
別
に
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（図
２
参
照
）
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水

　

系

大
鎌
田

（
二
日
市
場
、
西
下
条
町
の
地
域
を
除
く
大
部
分
）

』
些
込
。

貢
川

（富
竹

・
徳
行

・
上
石
田
各
町
）

。
国
母

（高
畑
町
を

除
く
部
分
の
地
域
）
大
鎌
田

（
二
日
市
場
）
地
区
。

①
差
出
堰
系
～
甲
運

・
酒
折
地
区
。
②
近
津
堰
系
～
甲
運

（川
田
町
の
一
部
）
・
玉
諸

（向

ｏ
上
阿
原
。
西
高
橋
各
町
）
・

山
城

（増
坪

。
上

。
小
瀬

・
西
油
川

・
下
鍛
冶
屋

・
落
合
各

町
）
地
区
。

池
添
、
善
光
寺
、
住
吉
本
、
中
小
河
原
、
上
各
町
。

高
畑
、
上
石
田
、
新
田
、
下
飯
田
、
下
河
原
各
町
。

昭
和
池

。
大
正
池

・
仮
宿
池
か
ら
上

・
下
帯
那
町
◎

相
川
地
区
、
緑
力
丘

（
一
部
）
、
飯
田
町

（
一
部
）
、
相
川

町

（局
部
的
）
、
竜
力
池

・
松
木
堀

・
岩
窪
堀
に
よ
る
灌
漑

池
或
。

帯
那
川
、
塔
岩
沢
川
の
渓
流
を
こ
こ
に
集
め
、
志
望
川
に
流

し
、
志
望
橋
上
流
の
水
槽
よ
り
片
山
隧
道
を
経
て
第

一
号
分

水
槽
に
送
り
、
さ
ら
に
第
二
号
分
水
槽
に
送
る
、
こ
こ
よ
り

仏
石
堰
用
水
に
流
し
山
官
地
区

へ
、
ま
た
第
三
号
分
水
槽

ヘ

送
ら
れ
池
田
専
用
管
水
路
に
よ
り
池
田
用
水

へ
流
れ
る
。

猪
狩
、
平
瀬
、
山
宮
、
羽
黒
、
千
塚
、
易
村
、
塩
部
、
飯
田
、

住
吉
本
町

（
一
部
）
、
玉
諸
、
蓬
沢
、
中
小
河
原
、
下
小
河

原
、
小
瀬
、
上
今
井
、
下
今
井
、
下
鍛
冶
屋
、
中
、
東
下
条

各
町
、
大
里
町

（荒
川
右
岸
沿
い
）
、
西
下
条
町
、
大
津
町

灌

潮

地

域

こ
れ
ら
の
う
ち
、
甲
府
市
南
部
に
関
係
す
る
の
は
、
荒
川
、
濁
川
、
笛
吹
川

（
平
等
川
）
、
釜
無
川
、
鎌
田
川
各
水
系
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
鎌
田
川
は
本
来

釜
無
川
水
系
で
あ
り
、
山
城
地
区
に
は
直
接
に
影
響
が
少
な
い
と
み
ら
れ
る
の

で
、
本
稿
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
関
係
水
系
別
に
農
業
用
水
を

見
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

１
　
荒
川
水
系

荒
川
は
金
峰
山
の
中
腹
に
源
流
を
も
ち
、
御
岳
昇
仙
峡
を
経
由
し
て
平
瀬
に

至
り
、
さ
ら
に
敷
島
町
と
の
境
、
山
宮
町

・
千
塚
を
通
り
市
内
に
入
る
。
そ
し

て
、
荒
川
橋
に
至
り
、
こ
の
直
前
に
湯
川
と

一
緒
に
な

っ
た
相
川
と
合
流
し
、

こ
こ
か
ら
約
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
下
流
で
は
貢
川
と
合
流
。
飯
豊
橋
を
す
ぎ
約
二

八
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で

「
三
ツ
水
門
」
の
取
り
入
れ
に
至
る
。
　
冨
一
ツ
水
門
」

は
、
荒
川
か
ら
甲
府
市
南
部
地
域

へ
の
農
業
用
水
の
う
ち
最
初
の
取
り
入
れ
口

に
あ
た

っ
て
お
り
、
南
日
・
里
吉

・
蓬
沢

・
山
城
方
面
の
灌
漑
用
水
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
す
ぐ
下
流
の
中
楯
プ
ー
ル
の
上
手
側
に

「
住
吉
第

一
堰
」
と

言
わ
れ
る
取
り
入
れ
日
が
あ
り
、
こ
れ
は
住
吉
本
町
方
面
を
灌
漑
す
る
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
ま

っ
す
ぐ
南
下
し
は
じ
め
、
伊
勢
町
と
高
畑
の
境
に
か
か

る
千
秋
橋
に
至
る
、
こ
こ
か
ら
約
六
〇

メ
ー
ト
ル
下
流
の
伊
勢
二
丁
目
六
の
六

付
近
に
は

「
住
吉
第
二
堰
」
と
言
わ
れ
る
農
業
用
水
の
取
り
入
れ
口
が
あ
る
。

や
は
り
こ
の
水
路
も
伊
勢
、
住
吉
を
経
由
し
て
山
城
方
面
を
灌
漑
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
こ
か
ら
約
七
二
〇

メ
ー
ト
ル
下
流
で
沼
川
と
合
流
し
、
さ
ら
に
南

下
し
身
延
線

・
甲
府
バ
イ
パ
ス
と
交
差
す
る
が
、
身
延
線
架
橋
の
約
九
〇

メ
ー

ト
ル
上
流
に
は

「
小
瀬
堰
」
と
い
わ
れ
る
農
業
用
水
の
取
り
入
れ
口
が
あ
り
、

こ
れ
は
中
小
河
原
町
を
経
由
し
て
上
町
に
至
り
五
割
川
と
な
る
。

ま
た
、
甲
府
、ハ
イ
パ
ス
の
架
橋
よ
り
約
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
下
る
と
万
才
橋
に

至
り
、
約

一
七
五
メ
ー
ト
ル
下
流
で
四
分
川
と
合
流
す
る
。

さ
ら
に
こ
の
合
流
点
の
約
七
五
メ
ー
ト
ル
下
流
で
は
大
里
町
方
面

へ

「
向
井

堰
」
と
い
わ
れ
る
農
業
用
水
路
か
ら
用
水
を
ひ
い
て
い
る
が
、
こ
こ
が
荒
川
か

ら
大
里
方
面

へ
の
農
業
用
水
の
取
り
入
れ
日
の
最
初
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
約
二
五
〇

メ
ー
ト
ル
下
る
と
、
山
城
方
面

へ

「
中
村
堰
」

「
下
今

井
堰
」
い
う
農
業
用
水
の
取
り
入
れ
日
が
二
つ
あ
り
、
こ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
中
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町
、
上
今
井
の
一
部
と
下
今
井
町
が
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
約
三
三
〇

メ
ー
ト
ル
下
流
に
大
里
方
面

へ

「
中
条
堰
」

と
い
わ
れ
る
取
り
入
れ
日
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
里
町
三
四
二
八
番
地
の

「
耕
南

自
治
会
館
」
地
内
で
最
初
に

「
向
井
堰
」
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ
た
農
業
用
水
と

合
流
し
て
、
西
下
条
町

へ
流
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
が
荒
川
か
ら
の
最
終

の
農

業
用
水
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
堰
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
農
業
用
水
の
通
過
経
路
を
堰
別
に
掲
げ

て
み
る
。

（
１
）
三
ツ
水
開
か
ら
取
水
し
て
相
生
三
丁
目
中
楯
プ
ー
ル
東
を
南
流
、
新

平
和
通
り
下
を
横
断
し
車
線
歩
道
に
沿

っ
て
千
松
院
入
り
口
に
至
る
。
こ
こ
よ

り
伊
勢

一
丁
目
地
内
に
入
り
東

へ
分
水
、
本
流
は
そ
の
ま
ま

一
連
寺

・
遊
亀
公

園
の
池

へ
流
れ
、
池
の
東
側
よ
り
排
水
さ
れ
神
竜
川
と
な
る
。

南
下
す
る
も
う

一
つ
は
同

一
丁
目
二
十
生

六
の
北
側
で
分
水
、
東

へ
流
れ
遊

亀
公
園
，ハ
ス
停
ま
で
ゆ
き
南
下
、
公
園
敷
地
の
南
境
沿
い
を
東

へ
ゆ
き
太
田

一

三
十
九
で
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
が
り
青
沼
三
丁
目
と
湯
田

一
丁
目
町
境
を
東
に
流

れ
て
幸
行
川
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
朝
気
三
丁
目
に
ゆ
く
。

ま
た
伊
勢

一
丁
目
二
十
二

六
の
分
水
地
点
か
ら
南
下
し
た
も
う

一
つ
は
、
約

一
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
で
東
に
折
れ
再
び
南
下
し
、
伊
勢

一
丁
目

一
〇
十
三
丹

沢
電
気
敷
地
内
を
経
由
し
、
伊
勢
通
り
を
南
下
し
、
山
梨
中
央
銀
行
南
支
店
南

側
を
東

へ
ゆ
き
、
幸
町
九
十
三
七
と
三
八
の
間
を
南
下
し
、
同
九
十
三
〇
武
田

食
料
内
を
通
り
ぬ
け
、
東
に
向
き
を
変
え
湯
田
二
丁
目
を
経
由
し
南
口
町
に
至

り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
身
延
線
南
甲
府
駅
北
の
踏
切
り
を
越
え
青
葉
町
か
ら
住
吉
本

町

へ
入
る
。

神
竜
川
は
遊
亀
公
園
の
池
の
排
水
と
な
り
、
甲
府
湯
田
高
等
学
校
の
南
側
を

東
に
流
れ
、
朝
気
三
丁
目
十
九
地
内
に
て
幸
行
川
と
合
流

・
交
差
す
る
。
交
差

と
い
う
の
は
、
水
量
と
の
関
係
も
あ
る
が
、　
一
見
合
流
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
二
つ
の
流
れ
に
あ
る
角
度
を
も
た
せ
る
と
、
合
流
せ
ず
に
交
差
す
る
と
い

う
手
法
が
講
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
水
量
が
増
す
と
こ
の
よ
う
な
作
用
が
は

じ
ま
る
と
い
う
。
幸
行
川
は
交
差
す
る
と
北
東
に
進
み
、
再
び
東
に
向
き
を
変

え
朝
気

一
丁
目
の
東
小
学
校
南
の
朝
気
三
丁
目
地
内
を
通
り
、
朝
気
二
丁
目
に

入
り
Ｊ
Ｒ
東
日
本
身
延
線
に
突
き
当
た
り
左
折
し
線
路
ぞ
い
に
北
に
流
れ
、
そ

の
ま
ま
濁
川
に
落
ち
る
。
神
竜
川
は
、
そ
の
ま
ま
進
み
朝
気
三
丁
目

一
に
て
右

折
し
、
同
線
路
を
越
え
里
吉

一
丁
目
と
青
葉
町
方
面
の
二
手
に
分
か
れ
る
。　
一

方
は
里
吉
二
丁
目
か
ら
濁
川
に
落
ち
て
お
り
、
こ
の
反
対
側
は
玉
諸
神
社
の
参

道
の
中
間
位
置
に
当
た

っ
て
い
る
。
こ
の
延
長
上
に
は
御
幸
川
が
あ
り
こ
れ
を

繋
い
だ
ル
ー
ト
は
、
戦
前
ま
で
甲
斐
国
の
最
大
の
祭
り
と
し
て
、　
一
宮
浅
間
神

社

・
二
宮
美
和
神
社

・
三
宮
玉
諸
神
社
の
神
輿
が
三
社
神
社

（現
竜
王
町
）
ま

で
渡
御
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
川
除
祭
、
い
わ
ゆ
る
神
幸
祭

。
大
御
幸

（
お
み

ゆ
き
さ
ん
）
と
関
係
が
あ
る
と
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
川
沿
い
の
道
は
こ
の
祭
り

の
行
列
が
と
通
る
古
例
の
通
筋

（
御
幸
道
）
の

一
部
と
見
ら
れ
て
い
る
。
他
方

は
青
葉
町
で
向
き
を
東
に
変
え
里
吉
三
丁
目
か
ら
同
四
丁
目
、
蓬
沢

一
丁
目
を

経
由
し
て
濁
川
に
落
ち
る
。

（
２
）
住
吉
第

一
堰
か
ら
取
水
し
て
相
生
三
丁
目
中
楯
プ
ー
ル
西
に
至
り
、

荒
川
左
岸
沿
い
の
土
手
下
を
南
下
、
伊
勢
二
丁
目
伊
勢
小
学
校
北
に
て
平
和
通

り
を
横
断
し
て
分
水
し
、
そ
の
ま
ま
南
下
す
る

（分
水
は
伊
勢
小
学
校
の
北
を

東
に
進
み
、
県
営
伊
勢
ア
パ
ー
ト
北
を
経
由
し
、
幸
町
の
川
口
学
園
北
か
ら
湯

田
二
丁
目
甲
府
市
立
南
中
学
校
の
南
を
東
に
進
み
Ｊ
Ｒ
東
日
本
身
延
線
を
越
え

住
吉
本
町
を
経
由
し
、
甲
府
市
住
吉
終
末
処
理
場
を
通
り
増
坪
町
か
ら
濁
川

ヘ

落
さ
れ
て
い
る
。
）
南
下
し
た
用
水
は
伊
勢
三
丁
目
三
十
二
九
で
左
折
し
、
同

九
―

〓

一で
分
水
し
、　
一
つ
は
住
吉

一
丁
目
の
住
吉
神
社
敷
地
内
を
通
り
Ｊ
Ｒ



身
延
線
を
越
え
住
吉
本
町
、
上
町
、
増
坪
町

へ
と
流
れ
る
。
も
う

一
つ
は
伊
勢

四
丁
目
か
ら
住
吉
二
丁
目
、
中
小
河
原
町
、
下
小
河
原
町

へ
と
流
れ
て
い
く
。

（
３
）
住
吉
第
二
堰
よ
り
取
水
し
て
伊
勢
三
丁
目
天
が
ら
新
か
げ

つ
東
に
至

り
、
元
甲
府
春
風
寮
西
よ
り
身
延
線
下
に
南
流
し
て
分
水

（分
水
は
東
に
流
れ

主
要
地
方
道
甲
府

・
玉
穂

ｏ
中
道
線
、
甲
府
バ
イ
パ
ス
を
横
切
り
、
下
小
河
原

町

へ
流
れ
る
。
）
、
本
流
は
中
小
河
原
町

一
、
六
三
四
倉
島
完
二
氏
宅
北
に
て

小
瀬
堰
と
合
流
、
山
梨
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
南
か
ら
五
割
川

・
新
五
割
川
を
経

て
蛭
沢
川

へ
入
る
。

（
４
）
小
瀬
堰
よ
り
取
水
し
て
荒
川
左
岸
沿
に
い
に
南
下
、
中
小
河
原
町

一
、

六
二
〇
上
中
製
材
店
に
て
分
水
し

（分
水
は
中
小
河
原

一
、
六
三
四
倉
島
完
二

宅
北
に
て
住
吉
第
二
堰
と
合
流
）
上
今
井
町
を
経
て
五
割
川

へ
入
る
。

（
５
）
向
井
堰
よ
り
取
水
し
て
荒
川
右
岸
沿
い
の
大
里
町
を
潅
引
、
流
川
と

な

っ
て
鎌
田
川
に
合
流
。

（
６
）
中
条
堰
よ
り
取
水
し
、
向
井
堰
と
同
様
な
経
路
を
と
る
。

（
７
）
中
村
堰
よ
り
取
水
し
、
上
今
井
町
と
中
町
の
境
界
を
経
由
し
て
、
下

今
井
町
地
内
か
ら
五
割
川

へ
入
る
。

（
８
）
下
今
井
堰
よ
り
取
水
し
、
中
町

。
東
下
条
町

・
下
今
井
町
を
経
て
五

割
川

へ
入
る
。

（
９
）
東
下
条
堰
よ
り
取
水
し
、
荒
川
左
岸
の
西
下
条
町
地
内
を
通

っ
て
蛭

沢
川

へ
入
る
。

（
１０
）
西
下
条
堰
よ
り
取
水
し
、
大
里
町

・
西
下
条
町
を
経
て
流
川
と
な
り

鎌
田
川

へ
入
る
。

（
１１
）
二
川
堰
よ
り
取
水
し
、
西
下
条
町

。
大
津
町
を
経
て
流
川
と
な
り
鎌

田
川

へ
入
る
。

以
上
こ
の
ほ
か
あ
わ
せ
て
、
荒
川
か
ら
の
農
業
用
水
取
水
施
設
は
甲
府
市
で

一
九
ケ
所
、
隣
接
の
敷
島
町
で
八
カ
所
合
計
二
七
ケ
所
も
あ
り

（甲
府
市
総
合

計
画
審
議
会
資
料

『
現
況
と
問
題
点
』
昭
和
六
十
二
年

・
甲
府
市
。
な
お
昭
和

四
十
九
～
五
十
年
の
荒
川
多
目
的
ダ
ム
建
設
に
伴
う

″
荒
川
沿
岸
農
業
用
水
実

態
調
査
″
で
は
堰
数
は
三
〇
ケ
所
と
な

っ
て
い
る
。

「
荒
川
ダ
ム
」
昭
和
六
十

一
年

・
山
梨
県
土
木
部
荒
川
ダ
ム
建
設
事
務
所
）
、
潅
漫
期
に
は
下
流
に
行
く

に
従
い
減
少
し
用
水
不
足
を
き
た
し
て
い
た
が
、
現
在
は
荒
川
多
目
的
ダ
ム
の

完
成
に
よ
り
安
定
利
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

（
１
）
三
ツ
水
門
か
ら

の
農
業
用
水
は
宅
地
に
よ
る
潅
漑
面
積
の
減
少
が
著
し
い

（
『
市
勢
と
現
況
』

昭
和
四
十
五
年

。
甲
府
市
で
は
四
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
、

『
荒
川
ダ
ム
』
で
は

一
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
）
。
ま
た
、
河
川
の
改
修
や
汚
染
と
い
っ
た
農
業
環
境
の

変
化
は
、
小
山
町
な
ど
に
み
ら
れ
る
地
下
水
利
用
と
す
る
と
い
う
新
し
い
傾
向

を
生
み
出
し
て
い
る
。

２
　
濁
川
水
系

濁
川
水
系
は
他
の
水
系
群
と
違
い
、
甲
府
市
内
の
汚
水
の
排
水
を

一
手
に
受

け
持

つ
重
要
な
水
系
で
あ
る
。
こ
の
た
め
最
近
は
環
境
汚
染
問
題
で
も
な
に
か

と
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

濁
川
水
系
の
河
川
は
、
濁
川
、
蛭
沢
川
、
十
郎
川
、
大
円
川
、
高
倉
川
、
藤

川
等
が
あ
り
濁
川
本
川
は
、
市
内
宝

一
丁
目
二
十
三

Ｊ
Ｒ
東
日
本
中
央
線
鉄
橋

暗
渠
か
ら
始
ま
り
、
市
内
中
心
部
を
南
下
し
、
中
央
四
丁
目
九
に
て
東
に
向
き

を
変
え
途
中
城
東
四
丁
目
と
同
五
丁
目
境
に
て
藤
川
、
や
は
り
同
五
丁
目
で
高

倉
川
、
砂
田
町

・
善
光
寺

一
丁
目

・
酒
折

一
丁
目
境
で
大
円
川
と
合
流
し
大
き

く
南
に
向
き
を
変
え
、
里
吉
二
丁
目

ｏ
国
玉
町
境
で
十
郎
川
と
合
流
、
そ
し
て

増
坪
町
で
野
間
川
と
合
流
し
、
最
終
的
に
大
津
町
で
笛
吹
川
に
合
流
す
る
。
こ

の
間
延
長
約
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
河
川
勾
配
は
千
分
の
一
と
い
う
緩
や
か
な

流
れ
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
水
利
施
設
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ

っ
た
。

（
１
）
里
垣
第

一
水
門
―
旧
池
添
町

（城
東
二
丁
目
）
で
取
水
、
善
光
寺
町

を
潅
漑
。

（
２
）

″

第
二
水
門
―
旧
善
光
寺
町

（城
東
五
丁
目
）
で
取
水
、
善
光
寺

・

里
吉
町
を
潅
薗
。

（
３
）
住
吉
第

一
揚
水
―
住
吉
本
町
で
取
水
、
住
吉
本
町

・
中
小
河
原
町
を

潅
漑

（昭
和
三
十
七
年
よ
り
使
用
停
止
、
同
四
十

九
年
撤
去
）
。

（
４
）

″

第
二
揚
水
―
増
坪
町
で
取
水
、
上
町
を
潅
漑

（昭
和
五
十

一
年

撤
去
）
。

こ
れ
か
ら
の
水
利
施
設
は
、
現
在
撤
去
あ
る
い
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
埋
め
固

め
ら
れ
て
、
現
在
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
濁
川
の
汚
染
が
進
ん
で
し

ま

っ
た
こ
と
や
、
こ
の
川
を
利
用
す
る
耕
地
面
積
の
減
少
ま
た
は
作
地
転
換
、

汚
染
進
行
の
た
め
に
他
に
新
た
な
潅
漑
施
設
の
建
設
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
な
お

（
１
）
、

（
２
）
は
地
元
、

（
３
）
、

（
４
）
は
市
経
済
部
農

政
課
調
べ
で
あ
る
。

３
　
平
等
川
水
系

平
等
川
は
、
明
治
四
十
年
の
大
水
害
以
前
に
は
笛
吹
川
の
本
流
で
あ

っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
笛
吹
川
の
流
路
変
更
工
事
が
行
な
わ
れ
て
、
笛
吹
川
の
本
流
は
石

和
の
東
を
流
れ
て
い
た
鵜
飼
川
の
河
川
流
域
に
変
更
と
な
り
、
旧
本
流
は
廃
河

川
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
廃
河
川
を
利
用
し
て
大
水
害
で
決
壊
し
た

「
甲
州
の

三
大
水
難
所
」
の
一
つ

「
近
津
の
堤
」
が
あ

っ
た
付
近
の
笛
吹
川
か
ら
水
を
取

り
入
れ

「
近
津
用
水
」
と
し
、
明
治
四
三
年
に
富
士
見

・
甲
運

・
玉
諸

・
住
吉

・

山
城

・
白
井
河
原
の
村
々
が

「
近
津
水
利
組
合
」
を
編
成
し
た
。

現
在
、
平
等
川
か
ら
山
城
地
区

へ
の
農
業
用
水
路
は
、
増
坪
町
地
内
に
あ
る

増
坪
堰
か
ら
増
坪
町
七
九

一
十

一
「
甲
府
市
農
業

セ
ン
タ
ー
」
東
側

へ
、
濁
川

の
川
底
を
伏
越
に
し
て
六
ケ
村
用
水

へ
通
し
て
い
る
が

（図
３
参
照
）
、
甲
府

市
内
か
ら
の
取
水
堰
は
こ
こ
と
向
町
の
向
堰
の
二
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
用
水
は

増
坪
、
上
、
小
瀬
、
西
油
川
、
下
鍛
冶
屋
、
落
合
各
町
を
経
由
し
て
小
曲
町
内

に
入
り
、
同
町
地
内
で
国
体
会
場
中
央
を
流
れ
て
来
る
蛭
沢
川

へ
合
流
す
る
。

四
　
お
わ
り
に

以
上
、
お
お
ま
か
に
甲
府
市
に
お
け
る
水
系
、
な
ら
び
に
農
業
用
水
を
な
が

め
、
過
去
の
水
害

の
も
よ
う
に
つ
い
て
も
触
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
急
速
な
都

市
化
の
中
で
農
業
用
水
の
現
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
私
自
身
、
現
況
を
十
分
把
握
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
機
会
に
今
後
も
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
た
い
と
思

っ
て
お
り
、
皆
様
の

ご
教
示
に
預
か
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
特
に
荒
川
か
ら
の
農
業
用
水
に
つ
い
て
調
べ
た
が
、
そ
の
複
雑
さ

に
驚
い
て
い
る
。
特
に
市
内
中
心
部
に
つ
い
て
は
地
下
に
埋
ま

っ
て
い
る
部
分

も
多
く
あ
り
、
そ
の
規
模
や
流
れ
る
方
向
の
農
地
の
存
在
か
ら
、
そ
れ
相
当
の

水
量
を
有
し
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
用
水
路
が
空
で
あ

っ
た
り
、
地
図
上
に
は

明
確
に
存
在
し
て
も
ま
る
で
役
立
た
ず
と
い
っ
た
名
ば
か
り
の
用
水
路
も
多
く

あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
小
規
模
な
水
利
施
設
も
同
様
で
あ

っ
て
、
管
理
体
制
に
い

さ
さ
か
の
不
安
さ
え
い
だ
か
せ
る
も
の
も
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
全
く
機
能
を
成
さ
な
い
こ
れ
ら
の
水
利
施
設
が
水
利
権
と
い
う
旧

規
を
盾
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
災
害

・
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す
の

で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
き

っ
と
な
ん
ら
か
の
対
策
を
必

要
と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。



ま
た
、
水
害
に
つ
い
て
言
う
と
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
河
川

・
用
水

路
の
合
流
点
各
所
に
滞
水
処
理
の
た
め
の
ポ
ン
プ
や
逆
水
防
止
扉
の
設
置
が
行

な
わ
れ
て
お
り
、
住
宅
地
は
あ
た
か
も
要
塞
の
如
く
に
な
っ
て
お
り
、
今
の
と

こ
ろ
水
害
の
心
配
は
無
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
反
面
で
は
農
業
用
水
の
取
り
入

れ
口
の
開
閉
は
人
間
に
頼

っ
て
い
る
こ
と
や
、
排
水
施
設
の
ゴ
ミ
に
よ
る
詰
ま

り
、
そ
し
て
、
い
ま
な
お
低
地
浸
水
箇
所

。
同
予
想
箇
所
も
あ
る
な
ど
、
全
て

問
題
が
解
決
し
た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。

現
在
、
濁
川
を
中
心
と
し
て
河
川
の
環
境
汚
染
問
題
が
話
題
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
含
め
て
、
こ
ン」暫
く
大
き
な
水
害
を
経
験
し
な
い

我
々
は
、
水
や
本
害
に
対
し
て
も
う
少
し
関
心
を
持
ち
、
現
実
を
知
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
今
回
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

（市
史
編
さ
ん
調
査
協
力
員
）
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